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医療ソーシャルワー カーの職務満足度の検証
米倉 康佑
キーワード:MSW,職業意識,業務理解,裁量度,職業
満足度
1.研究目的
本研究では,MSWの業務裁量の現実的状況,職業意識
や職務満足等の心理面の詳細な状況確認が必要であると
考え,職務状況に困難・葛藤問題があるのであれば,それ
がどのような要因によって生じているかを明らかにすることを
研究目的とした,
2.研究方法
九州・沖縄8県のMSWを対象に質問紙調査を実施し,
有効回答が得られた324名を調査対象とした。質問紙は,フ
ェイスシート,MSWの職業意識に関する質問項目(南2000),
業務理解 。裁量度に関する質問項目(黒田2010),職場環
境,職務内容,給与に関する満足感尺度 (安達1998)で構
成しSPSS20,OforWindowsにてデータ分析を行った.
3.結果と考察
各尺度の下位因子間を分析した結果,いくつかの因子間で
正の相関が見られた。以下に,結果の一例と考察を示す。
職務満足度の下位因子である職務内容と業務理解の関
係 (r=,49,p<01)。このことは次の二つのことを示唆していると
考えられる。一つ目は職務の内容に関する満足度はその職
務が所属組織の中でどのよう1こ理解されているかということと
関連しているということであり,二つ目は自分の仕事が周囲
にきちんと理解されているか否かが仕事をする際の満足度
に影響を与えているということである。この相関は,チー ム医
療の中核要素である「連携的対処J「協調性」を確実なもの
にするために,他職種の業務の意義を相互に理解しておくこ
とが不可欠であることを裏付けるものであつたと言える。
職務内容と業務裁量の関係 (r=.47,pく01).この結果は,
MSWの職務内容に関する満足度は業務裁量の多寡如何か
ら影響を受けていることを示唆している。つまり,MSWの業務
は,それに伴う裁量権がどの程度付与されているかが問題に
なってくるということである.業務の順当な遂行は裁量権の多
寡に左右され,自主的な対処も一定の裁量権がなければその
自由度は制限を受けることになる。また,業務遂行上,制限が
大きくなれば独自性のある対応も出来なくなるので,当然,職
務満足度も低下するという連動性がこの二つの囚子間にある
ことが予測される。このことは先行研究においても指摘されて
いた事柄であり,今回の結果によりその妥当性が確認された。
本研究は現職のMSWである筆者自身にとって他職種や
組織に対し専門性を示していくことの必要性と重要性を再確
認する貴重な機会となった。
